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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転動部材により支持された基部プレートと、
　前記基部プレート上に配置された複数の横断壁を固定するための少なくとも４本の直立
中空形材と、
　前記少なくとも４本の直立中空形材を固定する上側フレームと、を具備する清掃用手押
し車であって、
　前記各横断壁は、互いに背中合わせに着脱自在に配置された二つの別個の壁要素であっ
て前記直立中空形材により固定される二つの別個の壁要素から成り、
　前記壁要素は夫々二つの対向縁部を具備しており、前記二つの対向縁部の各々は前記中
空形材内への挿入のために、厚さ縮減部と終端ビード縁部とを備えており、
　前記中空形材は、互いに背中合わせに配置された前記二つの壁要素の縁部の組み合わさ
れた形状に合致する溝を具備する、清掃用手押し車。
【請求項２】
　前記壁要素は、
　ｉ）引出しを案内する複数本のレールであって、該壁要素と一体化した複数本のレール
を有する壁要素；
　ｉｉ）フック、取手、モップ柄保持用クランプ、接続要素を備える支持プレートを滑動
もしくはスナップイン方式により挿入するための一つ以上の座を有する壁要素；
　ｉｉｉ）平坦表面を有する壁要素；
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　を含む群から選択される、請求項１に記載の清掃用手押し車。
【請求項３】
　該清掃用手押し車においては、引出しキャビネットを形成するために引出しを案内する
複数本のレールを有する少なくとも二つの壁要素、並びに請求項３に記載のｉｉ）に係る
支持プレートを滑動もしくはスナップイン方式により挿入するための一つ以上の座を有す
る壁要素が配置され、
　前記座を備える表面は外側を向いている、請求項１または２に記載の清掃用手押し車。
【請求項４】
　前記壁要素もしくは上側フレームに固定されるべき要素のシステムを具備する請求項１
乃至３のいずれか一項に記載の清掃用手押し車であって、
　前記固定されるべき要素は、前記壁要素もしくは上側フレームの表面上に配置された座
の中へ挿入されるべき支持プレートを有しており、
　前記固定されるべき要素は、前記座に符合すると共に、平坦表面、フック、取手、モッ
プ柄保持用クランプ、蓋用ヒンジ、上蓋アセンブリ用留め具、接続要素を含む群から選択
される特徴構造を提供する、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の清掃用手押し車。
【請求項５】
　支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、前記座に設けられたスロット内への
挿入のために前記支持プレートの一つの縁部に沿って配置された舌部を更に具備する、請
求項４に記載の清掃用手押し車。
【請求項６】
　支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、前記座に設けられた孔の中へのスナ
ップイン式挿入のために前記支持プレートの背面に配置された差込みピンを更に具備する
、請求項４または５に記載の清掃用手押し車。
【請求項７】
　前記座は、前記支持プレートの舌部の挿入のためのスロット、及び／又は孔を具備して
おり、前記孔は、該孔内へのスナップイン式挿入のための差込みピンを挿入するためのも
のであり、前記差込みピンは、前記支持プレートの背面に配置されている、請求項４乃至
６のいずれか一項に記載の清掃用手押し車。
【請求項８】
　前記固定されるべき要素は、前記上蓋アセンブリ、ハンドル・バー、フック、取手、モ
ップ柄保持用クランプ、接続要素を固定するために、他の支持プレートもしくは連結プレ
ートを滑動挿入するための案内部を有する、請求項４に記載の清掃用手押し車。
【請求項９】
　支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、ネジにより更に固定され得る、請求
項４乃至８のいずれか一項に記載の清掃用手押し車。
【請求項１０】
　該清掃用手押し車は、引出しを案内するための複数本のレールを有する壁要素を備え、
　二つの壁要素は、互いに上下に配置された複数の引出しから成る一つの垂直区画を形成
し、
　該清掃用手押し車は、一つの前記垂直区画、又は相互に並んで配置された二つ以上の前
記垂直区画を有し得る、請求項１乃至９のいずれか一項に記載の清掃用手押し車。
【請求項１１】
　主要区画及び補助区画を具備する清掃用手押し車であって、
　前記各区画は、転動部材により支持された基部プレートを有しており、
　前記主要区画及び前記補助区画は接続機構により着脱自在に接続され、
　前記接続機構は前記補助区画の前記基部プレートの底部側に枢動可能に取付けられたペ
ダルを含み、それが作動されると、接続位置において前記主要区画に係合されている鉤爪
が解放される、請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の清掃用手押し車。
【請求項１２】
　前記接続機構は、前記補助区画の前記基部プレートの底部側に枢動可能に取付けられた
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ペダルと、前記補助区画の前記基部プレートの前記底部側に枢動可能に取付けられた更な
るペダル状要素であって、接続位置において前記主要区画に係合される第１鉤爪を備える
更なるペダル状要素とを含み、
　前記ペダル状要素は、垂直に取付けられた作動ロッドに更に接続されており、前記作動
ロッドは、枢動可能に取付けられた第２鉤爪に再び接続されており、前記第２鉤爪は、接
続位置においてやはり前記主要区画に係合されており、
　前記各鉤爪は、前記ペダルが配置される前記横断壁の側とは反対側の前記補助区画の前
記横断壁に配置される、請求項１１に記載の清掃用手押し車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概ね清掃用手押し車に関し、特に清掃のための用具を搬送すべく構成された
清掃用手押し車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　清掃用手押し車は、当業界において知られており、商業的な清掃及び保守作業において
広範囲に利用されてきた。しかしながら、現状技術に係る清掃用手押し車は、使用者の目
的に適合することが容易ではなく、取扱いが困難であり且つかさばるものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の一つの目的は、使用者の目的に対して容易に適合可能な清掃用手押し車を構築
することである。
【０００４】
　本発明の別の目的は、少なくとも二つのユニットを具備するモジュール式構造を有する
清掃用手押し車を提供することであり、前記ユニットの各々は互いに独立に移動可能であ
り、及び互いに容易に接続され且つ容易に接続解除され得るものである。
【０００５】
　本発明の更なる目的は、新規で発明性のあるヒンジ、特に清掃用手押し車のための側面
ドアに対して使用されるヒンジを提供することであり、前記ヒンジは、清掃用手押し車の
かさばる構造を回避すると共に、側面ドアを備えた清掃用手押し車の装備に使用されたと
きに手押し車の取扱いを容易にする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の様相においては、転動部材により支持された基部プレートと、基部プレ
ート上に配置された複数の横断壁を固定するための少なくとも４本の直立中空形材と、少
なくとも４本の直立中空形材を固定する上側フレームと、を具備する清掃用手押し車であ
って、各横断壁が、互いに背中合わせに着脱自在に配置された二つの別個の壁要素であっ
て直立中空形材により固定される二つの別個の壁要素から成る、清掃用手押し車が提供さ
れる。
【０００７】
　転動部材は、キャスタもしくは車輪などであり得る。
【０００８】
　これにより、本発明の第１実施例は、使用者の要求及び目的に容易に適合され得るよう
に構成された清掃用手押し車を提供する。即ち、各横断壁を組立てる際に、一連の異なる
壁要素を選択することにより、内側面及び外側面の異なる構造を選択し得る。
【０００９】
　本発明の清掃用手押し車の好適実施例において、壁要素は夫々二つの対向縁部を具備し
ており、二つの対向縁部の各々は、中空形材内への挿入のために、厚さ縮減部と終端ビー
ド縁部とを備えており、中空形材は、互いに背中合わせに配置された二つの壁要素の縁部
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の形状に合致する溝を具備する。
【００１０】
　更に好適には、壁要素は、ｉ）引出しを案内する複数本のレールであって、該壁要素と
一体化した複数本のレールを有する壁要素；ｉｉ）フック、取手、モップ柄保持用クラン
プ、接続要素を備える支持プレートを滑動もしくはスナップイン方式により挿入するため
の一つ以上の座を有する壁要素；ｉｉｉ）平坦表面を有する壁要素；を含む群から選択さ
れる。本発明の好適実施例のこれらの特徴は、使用者または清掃作業員の要求に従って、
清掃用手押し車を適合させることを可能にする。特に、フック、取手、モップ柄保持用ク
ランプ、接続要素を備える支持プレートを滑動もしくはスナップイン方式により挿入する
ための一つ以上の座を有する壁要素は、現在の実用的な要求に対する迅速な適合に適して
いる。
【００１１】
　本発明の清掃用手押し車の典型的な好適実施例においては、引出しキャビネットを形成
するために引出しを案内する複数本のレールを有する少なくとも二つの壁要素、並びにフ
ック、取手、モップ柄保持用クランプ、接続要素を備える支持プレートを滑動もしくはス
ナップイン方式により挿入するための一つ以上の座を有する壁要素が配置され、前記座を
備える表面は外側を向いている。
【００１２】
　更に好適には、本発明に係る清掃用手押し車は、壁要素もしくは上側フレームに固定さ
れるべき要素のシステムを具備しており、前記固定されるべき要素は、壁要素もしくは上
側フレームの表面上に配置された座の中へ挿入されるべき支持プレートを有しており、前
記固定されるべき要素は、前記座に符合すると共に、平坦表面、フック、取手、モップ柄
保持用クランプ、蓋用ヒンジ、上蓋アセンブリ用留め具、接続要素を含む群から選択され
る特徴構造を提供する。平坦表面を有する前記固定されるべき要素は、壁要素に配備され
た座が現在は使用されないのであれば、前記座を覆う目的で機能する。これにより、汚れ
の蓄積が回避されると共に、清掃用手押し車の洗浄及び消毒が容易にされる。
【００１３】
　好適には、支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、前記座に設けられたスロ
ット内への挿入のために支持プレートの一つの縁部に沿って配置された舌部を更に具備す
る。
【００１４】
　更に好適には、支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、前記座に設けられた
孔の中へのスナップイン式挿入のために支持プレートの背面に配置された差込みピンを更
に具備する。
【００１５】
　好適実施例において、前記座は、支持プレートの舌部の挿入のためのスロット、及び／
又は孔を具備しており、前記孔は、該孔内へのスナップイン式挿入のための差込みピンを
挿入するためのものであり、差込みピンは、支持プレートの背面に配置されている。
【００１６】
　本発明の更なる好適実施例において、固定されるべき要素は、上蓋アセンブリ、ハンド
ル・バー、フック、取手、モップ柄保持用クランプ、接続要素を固定するために、他の支
持プレートもしくは連結プレートを滑動挿入するための案内部を有する。
【００１７】
　更に好適には、支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、ネジにより更に固定
され得る。
【００１８】
　本発明の更なる様相において、清掃用手押し車は、引出しを案内するための複数本のレ
ールを有する壁要素を備え、二つの壁要素は、互いに上下に配置された複数の引出しから
成る一つの垂直区画を形成する。清掃用手押し車は、一つの垂直区画、又は互に並んで配
置された二つ以上の垂直区画を有し得る。好適には、清掃用手押し車は、担持板、第１引
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出し、第１引出しの１.５～２.０倍の高さを有する第２引出し、第１引出しより小さい高
さを有する第３引出しを含む群から選択された引出しを具備する。更に好適には、引出し
を案内する複数本のレールは、互いに上下に配置された複数の引出しから成る一つの垂直
区画を以下の組み合わせ、即ち：ａ）４個までの第１引出し；ｂ）２個の第２引出し；ｃ
）任意の順序で、１個の第２引出し、及び１個もしくは２個の第１引出し；で備えること
を可能にする。記述された前記好適実施例は、異なるサイズ(高さ)の複数の引出しを同一
のレール群で使用できることにより、本発明による清掃用手押し車の本体部内に提供され
るスペースの最適で融通性の高い利用を可能にする。
【００１９】
　例えば、清掃用手押し車は、二つの横断壁を具備することで引出しの一つの垂直区画に
一つの本体部を提供するか；又は三つの横断壁を具備することで、相互に隣接して配置さ
れた引出しの二つの垂直区画に一つの本体部を提供するか；又は清掃用手押し車は、四つ
の横断壁を具備することで、相互に隣接して配置された引出しの三つの垂直区画に一つの
本体部を提供し得る。
【００２０】
　本発明の更に好適な様相において、清掃用手押し車は、固定ヒンジ板と移動ヒンジ板と
を具備するヒンジを備えた側面ドアを具備しており、ヒンジは、自動閉鎖式であり、且つ
互いに１８０°だけ離間された二つの休止位置を提供する。
【００２１】
　これらの特徴は、清掃用手押し車に側面ドアを配備することを可能にして、かさばる構
造の清掃用手押し車を回避すると共に、使用中のその取扱いを容易にする。本発明に従い
構成されたヒンジに起因して、清掃用手押し車の単一もしくは複数の側面ドアは、完全に
閉じられるか、又は完全に開かれるかのいずれかである。本発明に依れば、前記ドアは、
これらの二つの休止位置、即ち完全に閉じた位置又は完全に開いた位置のいずれか一方へ
と自動的に移動する。完全に開いた位置において、夫々の側面ドアは、清掃用手押し車の
側面に対して本質的に平行な位置に在る。これにより、かさばる構造が回避されると共に
、清掃用手押し車は、例えば扉の間を通って移動されるときの取扱いがより容易である。
【００２２】
　好適実施例において、ヒンジの前記二つの休止位置は、固定ヒンジ板のヒンジ・ピンが
突出する支持フランジの起伏の有る輪郭形状と、移動ヒンジ板のヒンジ・ピン用ブッシュ
のヒンジ孔を囲繞する輪縁部の起伏の有る輪郭形状とにより決定され、前記二つの起伏の
有る輪郭形状は、頂点により分離された二つの対置された最下点を含む。好適には、前記
二つの起伏の有る輪郭形状は、互いに実質的に相補的であり且つ噛み合い接合面を提供す
る。更に好適には、支持フランジの起伏の有る輪郭形状、及びヒンジ孔を囲繞する輪縁部
の起伏の有る輪郭形状は各々、波状もしくは正弦波状の輪郭形状である。
【００２３】
　更なる好適実施例において、固定ヒンジ板は、中空形材の孔の中へのスナップイン式挿
入のための差込みピンを備えた平坦部分を具備する。好適には、固定ヒンジ板は、ヒンジ
・ピンが配置される側とは反対側に延長部を備えた平坦部分を具備しており、前記延長部
は、矩形状の中空形材の縁部に対する包被把持のためのクランプの形状を有する。
【００２４】
　特に好適な実施例において、移動ヒンジ板は前記ドアと一体化している。
【００２５】
　本発明の更なる様相において、清掃用手押し車は、ハンドル・バーを壁要素に対して着
脱自在に取付けるために、案内部内へ滑り入るための一つ以上の支持プレート、又はスナ
ップイン式挿入のための差込みピンを備えるハンドル・バーを有し、壁要素は、前記プレ
ートを挿入するための案内部を備えるか、又は差込みピンを挿入するための座及び孔を備
える。この特徴は、ハンドル・バーを清掃用手押し車のいずれかの端部へと容易に移動す
ることを可能にするか、又はモジュール式構造の場合には、ハンドル・バーを清掃用手押
し車の適切な区画もしくはモジュールへと移動することを可能にする。
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【００２６】
　好適には、ハンドル・バーは一本以上の支柱を更に備え、前記支柱もまた、壁要素に対
する着脱自在な取付けのために、案内部内へ滑り入るプレートを備えるか、又はスナップ
イン式挿入のための差込みピンを備える。
【００２７】
　更に好適には、支柱は、該支柱に沿う任意の位置、好適には床面の上方５０～２００ｃ
ｍの高さ、更に好適には８０～１３０ｃｍの高さに更なる取手を備え得る。
【００２８】
　更なる好適実施例において、ハンドル・バーは、滑動挿入もしくはスナップイン式挿入
によるフック、ホルダまたは取手の取付けのための座も提供する。
【００２９】
　本発明の更なる様相において、上側フレームは上蓋アセンブリを備え、上蓋アセンブリ
は、フレームと、該フレームに接続されて該手押し車の頂部側を覆うべく水平配置された
滑動蓋とを具備する。
【００３０】
　更に好適には、清掃用手押し車は、ボトルもしくはバケットもしくは他の用具を挿入す
るための孔を備えた一枚以上のプレートを更に備える。該プレートは、スナップイン式の
締結要素により上側フレームに固定される。
【００３１】
　本発明の特に好適な実施例において、清掃用手押し車は、主要区画及び補助区画を具備
しており、前記各区画は、転動部材により支持された基部プレートを有し、主要区画及び
補助区画は接続機構により着脱自在に接続され、接続機構は補助区画の基部プレートの底
部側に枢動可能に取付けられたペダルを含み、それが作動されると、接続位置において主
要区画に係合されている鉤爪が解放される。
【００３２】
　本発明のこの好適実施例は、モジュール式構造を有する清掃用手押し車であって、各々
が互いに独立して移動可能な少なくとも二つのユニットであって互いに容易に接続され且
つ互いに容易に接続解除され得る少なくとも二つのユニットを具備する清掃用手押し車を
提供する。
【００３３】
　好適実施例において、接続機構は、補助区画の基部プレートの底部側に枢動可能に取付
けられたペダルと、補助区画の基部プレートの底部側に枢動可能に取付けられた更なるペ
ダル状要素であって、接続位置において主要区画に係合される第１鉤爪を備える更なるペ
ダル状要素とを含み、ペダル状要素は、垂直に取付けられた作動ロッドに更に接続されて
おり、作動ロッドは、枢動可能に取付けられた第２鉤爪に再び接続されており、第２鉤爪
は、接続位置においてやはり主要区画に係合されており、各鉤爪は、ペダルが配置される
横断壁の側とは反対側の補助区画の横断壁に配置される。
【００３４】
　更なる好適実施例において、接続機構は、ペダル状要素を作動させるペダルの作動であ
って、ペダル状要素の第１鉤爪の係合を解除する作動により解除され得ると共に、ペダル
状要素の作動が垂直に取付けられた作動ロッドの垂直な下方移動へと更に変換されること
により、主要区画に対する第２鉤爪の係合位置から第２鉤爪が解放される。
【００３５】
　更に好適には、主要区画または補助区画は、屑入れバケットもしくはゴミ袋もしくは洗
濯物袋を備える。
【００３６】
　更なる好適実施例において清掃用手押し車は、二つ以上の主要区画を相互に、又は二つ
以上の補助区画を相互に着脱自在に接続する一つ以上の接続要素を更に具備しており、好
適には、前記区画は、屑入れバケットもしくはゴミ袋もしくは洗濯物袋を備えている。こ
の特徴の利点は、清掃用手押し車の一つの区画が他の区画から接続解除され得るというこ
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と、及び清掃用具を備えた他の区画はそのまま留まるか清掃が実施される場所へ移動され
る一方で、屑入れバケットもしくはゴミ袋もしくは洗濯物袋を備えた各区画が互いに接続
されて異なる場所へ搬送され得るということである。
【００３７】
　更に好適には、清掃用手押し車は、転動部材により支持された基部プレートを有する第
３区画を更に具備しており、第３区画及び主要区画は着脱自在に接続され、並びに第３区
画は、モップ用バケット、及び任意選択的には絞り機を保持するようにされている。
【００３８】
　基部プレート、中空形材、上側フレーム、ペダル、ペダル状要素、ハンドル・バー、支
柱、側面ドア、引出しを案内する複数本のレール、各引出し、担持板、上蓋アセンブリ、
バケット、壁要素、横断壁、壁要素の厚さ縮減部、壁要素の終端ビード縁部、固定される
べき要素、並びに支持プレート、フック、舌部、差込みピン、ヒンジの如きその要素の全
て、ならびに固定ヒンジ板、平坦部分、延長部、ヒンジ・ピン、移動ヒンジ板、支持フラ
ンジ、ヒンジ孔の輪縁部、ヒンジ・ピン用ブッシュの如きその要素の全て、支持プレート
もしくは連結プレート、滑動蓋を含む群から選択された要素は、プラスチック材料から製
作され、好適には、それらの全てがプラスチック材料から製作される。
【００３９】
　本発明の第２の目的は、主要区画及び補助区画を具備する清掃用手押し車であって、各
区画は転動部材により支持された基部プレートを有し、主要区画及び補助区画は接続機構
により着脱自在に接続され、接続機構は補助区画の基部プレートの底部側に枢動可能に取
付けられたペダルを含み、それが作動されると、接続位置において主要区画に係合されて
いる鉤爪が解放される、清掃用手押し車により達成される。
【００４０】
　故に本発明は、互いに独立して各々が移動可能な少なくとも二つのユニットであって、
容易に接続され且つ接続解除され得る少なくとも二つのユニットを具備するモジュール式
構造を有する清掃用手押し車を提供する。
【００４１】
　好適実施例において、接続機構は、補助区画の基部プレートの底部側に枢動可能に取付
けられたペダルと、補助区画の基部プレートの底部側に枢動可能に取付けられた更なるペ
ダル状要素であって、接続位置において主要区画に係合される第１鉤爪を備える更なるペ
ダル状要素とを含み、ペダル状要素は、垂直に取付けられた作動ロッドに更に接続されて
おり、作動ロッドは、枢動可能に取付けられた第２鉤爪に再び接続されており、第２鉤爪
は、接続位置においてやはり主要区画に係合されていて、各鉤爪は、ペダルが配置される
横断壁の側とは反対側の補助区画の横断壁に配置される。
【００４２】
　更に好適には、接続機構は、ペダル状要素を作動させるペダルの作動であって、ペダル
状要素の第１鉤爪の係合を解除する作動により解除され得る。ペダル状要素の作動が垂直
に取付けられた作動ロッドの垂直な下方移動へと更に変換されることにより、主要区画に
対する第２鉤爪の係合位置から第２鉤爪は解放される。
【００４３】
　そして更に好適には、主要区画または補助区画は、屑入れバケットもしくはゴミ袋もし
くは洗濯物袋を備える。更なる好適実施例において、清掃用手押し車は、二つ以上の主要
区画を相互に、又は二つ以上の補助区画を相互に着脱自在に接続する一つ以上の接続要素
を具備しており、好適には、前記区画は、屑入れバケットもしくはゴミ袋もしくは洗濯物
袋を備えている。
【００４４】
　本発明の更なる様相において、主要区画及び補助区画の各々は、基部プレート上に配置
された複数の横断壁を固定するための少なくとも４本の直立中空形材と、少なくとも４本
の直立中空形材を固定する上側フレームとを具備し、各横断壁は、互いに背中合わせに着
脱自在に配置された二つの別個の壁要素であって直立中空形材により固定される二つの別
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個の壁要素から成る。
【００４５】
　更に好適には、壁要素は夫々二つの対向縁部を具備しており、二つの対向縁部の各々は
中空形材内への挿入のために、厚さ縮減部と終端ビード縁部とを備えており、中空形材は
、互いに背中合わせに配置された二つの壁要素の縁部の形状に合致する溝を具備する。
【００４６】
　好適には、壁要素は、ｉ）引出しを案内する複数本のレールであって、該壁要素と一体
化した複数本のレールを有する壁要素；ｉｉ）フック、取手、モップ柄保持用クランプ、
接続要素を備える支持プレートを滑動もしくはスナップイン方式により挿入するための一
つ以上の座を有する壁要素であって、接続要素は一つ以上の主要区画もしくは一つ以上の
補助区画を相互に並置して接続するものである、壁要素；ｉｉｉ）平坦表面を有する壁要
素；を含む群から選択される。
【００４７】
　更に好適には、主要区画及び／又は補助区画において、引出しキャビネットを形成する
ために引出しを案内する複数本のレールを有する少なくとも二つの壁要素、並びに請求項
３９に記載のｉｉ）に係る支持プレートを滑動もしくはスナップイン方式により挿入する
ための一つ以上の座を有する壁要素が配置され、座を備える表面は外側を向いている。
【００４８】
　好適実施例において清掃用手押し車は、壁要素もしくは上側フレームに固定されるべき
要素のシステムを具備しており、前記固定されるべき要素は、壁要素もしくは上側フレー
ムの表面上に配置された座の中へ挿入されるべき支持プレートを有しており、固定される
べき要素は、座に符合すると共に、平坦表面、フック、取手、モップ柄保持用クランプ、
蓋用ヒンジ、上蓋アセンブリ用留め具、接続要素を含む群から選択される特徴構造を提供
し、前記接続要素は一つ以上の主要区画もしくは一つ以上の補助区画を相互に並置して接
続するものである。
【００４９】
　好適には、支持プレートを有する固定されるべき要素は、前記座に設けられたスロット
内への挿入のために支持プレートの一つの縁部に沿って配置された舌部を更に具備する。
【００５０】
　支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、前記座に設けられた孔の中へのスナ
ップイン式挿入のために支持プレートの背面に配置された差込みピンを更に具備すること
が好適である。
【００５１】
　更に好適には、前記座は、支持プレートの舌部の挿入のためのスロット、及び／又は孔
を具備しており、前記孔は、該孔内へのスナップイン式挿入のための差込みピンを挿入す
るためのものであり、差込みピンは、支持プレートの背面に配置されている。
【００５２】
　好適には、固定されるべき要素は、上蓋アセンブリ、ハンドル・バー、フック、取手、
モップ柄保持用クランプ、接続要素を固定するために、他の支持プレートもしくは連結プ
レートを滑動挿入するための案内部を有し、接続要素は一つ以上の主要区画もしくは一つ
以上の補助区画を相互に並置して接続するものである。
【００５３】
　更に好適には、支持プレートを有する前記固定されるべき要素は、ネジにより更に固定
され得る。
【００５４】
　本発明の別の様相において、主要区画及び／又は補助区画は、引出しを案内するための
複数本のレールを有する壁要素を備え、二つの壁要素は、互いに上下に配置された複数の
引出しから成る一つの垂直区画を形成する。清掃用手押し車は、一つの前記引出しの垂直
区画、又は互に並んで配置された二つ以上の引出しの垂直区画を有し得る。
【００５５】
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　好適には、引出しは、担持板、第１引出し、第１引出しの１.５～２.０倍の高さを有す
る第２引出し、第１引出しより小さい高さを有する第３引出しを含む群から選択される。
更に好適には、引出しを案内する複数本のレールは、互いに上下に配置された複数の引出
しから成る一つの垂直区画を以下の組み合わせ、即ち：ａ）４個までの第１引出し；ｂ）
２個の第２引出し；ｃ）任意の順序で、１個の第２引出し、及び１個もしくは２個の第１
引出し；を備えることを可能にする。
【００５６】
　例えば、清掃用手押し車の主要区画及び／又は補助区画は、二つの横断壁を具備するこ
とで引出しの一つの垂直区画に一つの本体部を提供するか；又は三つの横断壁を具備する
ことで、相互に隣接して配置された引出しの二つの垂直区画に一つの本体部を提供するか
；又は清掃用手押し車は、四つの横断壁を具備することで、相互に隣接して配置された引
出しの三つの垂直区画に一つの本体部を提供し得る。
【００５７】
　本発明の好適実施例において、清掃用手押し車は、固定ヒンジ板と移動ヒンジ板とを具
備するヒンジを備えた側面ドアを更に具備しており、ヒンジは、自動閉鎖式であり、且つ
互いに１８０°だけ離間された二つの休止位置を提供する。好適には、ヒンジの二つの休
止位置は、固定ヒンジ板のヒンジ・ピンが突出する支持フランジの起伏の有る輪郭形状と
、移動ヒンジ板のヒンジ・ピン用ブッシュのヒンジ孔を囲繞する輪縁部の起伏の有る輪郭
形状とにより決定され、二つの起伏の有る輪郭形状は、頂点により分離された二つの対置
された最下点を含む。更に好適には、二つの起伏の有る輪郭形状は、互いに実質的に相補
的であり且つ噛み合い接合面を提供する。更に好適には、支持フランジの起伏の有る輪郭
形状、及びヒンジ孔を囲繞する輪縁部の起伏の有る輪郭形状は各々、波状もしくは正弦波
状の輪郭形状である。
【００５８】
　好適には、固定ヒンジ板は、中空形材の孔の中へのスナップイン式挿入のための差込み
ピンを備えた平坦部分を具備する。更なる好適実施例において、固定ヒンジ板は、ヒンジ
・ピンが配置される側とは反対側に延長部を備えた平坦部分を具備しており、前記延長部
は、矩形状の中空形材の縁部に対する包被把持のためのクランプの形状を有する。更に好
適には、移動ヒンジ板は前記ドアと一体化している。
【００５９】
　本発明の更なる好適実施例において、清掃用手押し車は、ハンドル・バーを壁要素に対
して着脱自在に取付けるために、案内部内へ滑り入るための一つ以上の支持プレート、又
はスナップイン式挿入のための差込みピンを備えるハンドル・バーを有し、壁要素は、プ
レートを挿入するための案内部を備えるか、又は差込みピンを挿入するための座及び孔を
備える。好適には、ハンドル・バーは一本以上の支柱を更に備え、前記支柱もまた、壁要
素に対する着脱自在な取付けのために、案内部内へ滑り入るプレートを備えるか、又はス
ナップイン式挿入のための差込みピンを備える。
【００６０】
　支柱は、該支柱に沿う任意の位置、好適には床面の上方５０～２００ｃｍの高さ、好適
には８０～１３０ｃｍの高さに更なる取手を備え得る。
【００６１】
　更に好適には、ハンドル・バーは、滑動挿入もしくはスナップイン式挿入によるフック
、ホルダまたは取手の取付けのための座も提供する。
【００６２】
　清掃用手押し車の好適実施例において、上側フレームは上蓋アセンブリを備え、上蓋ア
センブリは、フレームと、該フレームに接続されて該手押し車の頂部側を覆うべく水平配
置された滑動蓋とを具備する。
【００６３】
　更に好適には、清掃用手押し車はボトルもしくはバケットもしくは他の用具を挿入する
ための孔を備えた一枚以上のプレートを備える。
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【００６４】
　基部プレート、中空形材、上側フレーム、ペダル、ペダル状要素、ハンドル・バー、支
柱、側面ドア、引出しを案内する複数本のレール、各引出し、担持板、上蓋アセンブリ、
バケット、壁要素、横断壁、壁要素の厚さ縮減部、壁要素の終端ビード縁部、固定される
べき要素、並びに支持プレート、フック、舌部、差込みピン、ヒンジの如きその要素の全
て、並びに固定ヒンジ板、平坦部分、延長部、ヒンジ・ピン、移動ヒンジ板、支持フラン
ジ、ヒンジ孔の輪縁部、ヒンジ・ピン用ブッシュの如きその要素の全て、支持プレートも
しくは連結プレート、滑動蓋を含む群から選択された要素は、プラスチック材料から製作
され、好適には、それらの全てがプラスチック材料から製作される。
【００６５】
　本発明の第３の目的は、例えば清掃用手押し車のドアもしくはキャビネットなどのため
の、ドア用の固定ヒンジ板と移動ヒンジ板とを具備するヒンジであって、自動閉鎖式であ
り且つ互いに１８０°だけ離間された二つの休止位置を提供するヒンジにより達成される
。
【００６６】
　好適には、前記ヒンジの二つの休止位置は、固定ヒンジ板のヒンジ・ピンが突出する支
持フランジの起伏の有る輪郭形状と、移動ヒンジ板のヒンジ・ピン用ブッシュのヒンジ孔
を囲繞する輪縁部の起伏の有る輪郭形状とにより決定され、二つの起伏の有る輪郭形状は
、頂点により分離された二つの対置された最下点を含む。
【００６７】
　二つの起伏の有る輪郭形状は、互いに実質的に相補的であり且つ噛み合い接合面を提供
することが好適である。更に好適には、支持フランジの起伏の有る輪郭形状、及びヒンジ
孔を囲繞する輪縁部の起伏の有る輪郭形状は各々、波状もしくは正弦波状の輪郭形状であ
る。
【００６８】
　これらの特徴は、使用中の取扱いを容易にするヒンジ及びドアを提供することを可能に
する。本発明に従い構成されたヒンジに起因して、清掃用手押し車の単一もしくは複数の
ドアは、完全に閉じられるか又は完全に開かれるかのいずれかである。本発明に依れば、
前記ドアは、これらの二つの休止位置、即ち完全に閉じた位置又は完全に開いた位置のい
ずれか一方へと自動的に移動する。完全に開いた位置において、夫々のドアは、例えばキ
ャビネットの前部側に対して本質的に平行な位置に在る。また、それを清掃用手押し車に
おいて使用する場合、ドアは側面に対して本質的に平行な位置に在り、これにより、かさ
ばる構造が回避されると共に、清掃用手押し車は、例えば扉の間を通って移動されるとき
の取扱いがより容易である。
【００６９】
　更に好適には、移動ヒンジ板は前記ドアと一体化している。
【００７０】
　特に好適には、ヒンジ、並びに固定ヒンジ板、平坦部分、延長部、ヒンジ・ピン、移動
ヒンジ板、支持フランジ、ヒンジ孔の輪縁部、ヒンジ・ピン用ブッシュの如きその要素の
全ては、プラスチック材料から製作され、好適には、それらの全てがプラスチック材料か
ら製作される。好適には、ヒンジが接続されるドアはプラスチック材料で製作される。
【００７１】
　本発明は更に、如何なる意味においても本発明を制限するとは見做されない各図面に関
し、より詳細に記述される。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明に係る清掃用手押し車の側面図である。
【図２】前記清掃用手押し車の背面図である。
【図３】中空形材及び横断壁の断面図である。
【図４】横断壁の断面図である。
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【図５】図４に示された壁要素の断面図である。
【図６】清掃用手押し車の側面ドア用のヒンジを備えた中空形材の断面図である。
【図７】清掃用手押し車の側面ドア用のヒンジの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００７３】
　図１は、本発明に係る清掃用手押し車の側面図である。清掃用手押し車１は、(不図示
の)転動要素により支持された基部プレート２を具備する。基部プレート２上には、直立
した複数本の中空形材３が配置されている。直立中空形材３は、(不図示の)横断壁を固定
する目的を有する。更に、直立中空形材を固定するための上側フレーム４が配備される。
図１に示された清掃用手押し車は、モジュール式構造を有すると共に、主要区画５及び補
助区画６を備え、前記各区画が、(不図示の)転動要素により支持された基部プレート２を
有している。主要区画５及び補助区画６は、接続機構により着脱自在に接続される。接続
機構は、補助区画６の基部プレート２の底部側に枢動可能に取付けられたペダル７と、補
助区画６の基部プレート２の底部側に枢動可能に取付けられると共に(不図示の)第１鉤爪
を備える更なるペダル状要素８とを含んでいる。接続位置において第１鉤爪は、主要区画
５の基部プレート２に係合される。ペダル状要素８は(不図示の)垂直に取付けられた作動
ロッドにさらに接続され、前記垂直に取付けられた作動ロッドは、枢動可能に取付けられ
た(不図示の)第２鉤爪に再び接続され、前記第２鉤爪は接続位置において主要区画５の上
側フレーム４に係合されている。
【００７４】
　清掃用手押し車はまたハンドル・バー９も備えており、前記ハンドル・バー９は、自身
を壁要素に対して着脱自在に取付けるために、案内部内への滑動挿入のための一枚以上の
支持プレートを有するか、またはスナップイン式挿入のための差込みピンを備えている。
ハンドル・バー９は、一本以上の支柱１０を更に備え、前記支柱１０もまた、壁要素に対
する着脱自在な取付けのために、案内部内へ滑り入るプレートを備えるか、又はスナップ
イン式挿入のための差込みピンを備える。
【００７５】
　前記図に示された清掃用手押し車は更に、相互に隣接して配置された複数の引出しから
成る二つの垂直区画１１を有する引出しキャビネットを特徴とする。複数の引出しから成
る一方の区画は、側面ドア１２により隠されている。引出しキャビネットは、引出し１４
または担持板１４ａを案内するための複数本のレール１３を有する壁要素により形成され
る。
【００７６】
　上側フレーム４は上蓋アセンブリ１５を備え、前記アセンブリ１５は、フレームと、該
フレームに接続されて手押し車の頂部側を覆う(不図示の)水平に配置された滑動蓋とを具
備する。上蓋アセンブリ１５は、上側フレーム４に設けられた座の中へ滑動挿入により挿
入される支持プレートもしくは連結プレート３９により、上側フレーム４に接続される。
【００７７】
　前記図に示された清掃用手押し車は、担持板１４ａ上に置かれたバケット１６を備えて
いる。各バケット１６は、頂部側からアクセス可能である。
【００７８】
　図２は清掃用手押し車の背面図であり、背面に前記ハンドル・バーが取付けられ得る。
ハンドル・バー及びその支持用支柱の取付けのために、壁要素１７は、ハンドル・バーと
支柱との夫々の支持プレートを挿入するための座１８を備えており、前記挿入は、差込み
ピンの助けを借りた座１８内へのスナップイン式挿入によるものである。
【００７９】
　上側フレーム４はまた、該上側フレーム４に対して上蓋アセンブリ１５を固定するため
の支持プレートもしくは連結プレート３９を滑動挿入するための座も具備する。上蓋アセ
ンブリ１５は、清掃用手押し車の頂部側を覆う滑動蓋４０を具備する。
【００８０】
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　図３は、中空形材３及び横断壁１９の断面を示している。横断壁１９は、互いに背中合
わせに着脱自在に配置された二つの別個の壁要素１７ａ及び１７ｂであって、直立した中
空形材３により固定される壁要素１７ａ及び１７ｂから成る。壁要素１７ａ及び１７ｂは
夫々二つの対向縁部を具備しており、前記二つの対向縁部の各々は、中空形材３内への挿
入のために、厚さ縮減部２０と終端ビード縁部２１とを備えている。中空形材３は、互い
に背中合わせに配置された二つの壁要素１７ａ及び１７ｂの各縁部(厚さ縮減部２０と終
端ビード縁部２１とを備えた領域)の形状に合致する溝２２を具備する。
【００８１】
　図４は、横断壁１９の断面図を示している。横断壁１９は、互いに背中合わせに着脱自
在に配置された二つの別個の壁要素１７ａ及び１７ｂから成る。壁要素１７ａは、固定さ
れるべき要素２３を挿入するための一つ以上の座を有する。図中に示された固定されるべ
き要素２３は、支持プレート２４により代表されると共に、フック２５と、前記座に設け
られたスロット内への挿入のために支持プレート２４の一つの縁部に沿って配置された舌
部２６と、壁要素１７ａの座に設けられた孔の中へのスナップイン式挿入のために支持プ
レートの背面に配置された差込みピン２７とを具備する。壁要素１７ｂは、引出しを案内
するための複数本のレール１３を備える。
【００８２】
　図５は、図４に示された壁要素１７ａの断面を、固定されるべき要素なしで示している
。壁要素１７ａは、固定されるべき要素を挿入するための一つ以上の座１８を有している
。座１８は、固定されるべき要素の支持プレートの一つの縁部に沿って配置された舌部を
挿入するためのスロット２８、並びに、支持プレートの背面に配置された差込みピンをス
ナップイン式挿入するための孔２９を具備する。
【００８３】
　図６は、清掃用手押し車の側面ドアのためのヒンジを備えた中空形材３の断面図を示し
ている。側面ドアのためのヒンジは、固定ヒンジ板３０と、(不図示の)移動ヒンジ板とを
具備する。図６に示された固定ヒンジ板３０は、中空形材３の孔の中へのスナップイン式
挿入のための差込みピン２７を備える平坦部分３１を具備する。更に、平坦部分３１は、
矩形状の中空形材３の縁部に対する包被把持のためのクランプの形状を有する延長部３２
を備えている。延長部３２は、ヒンジ・ピン３３が配置される側とは反対側に配置される
。ヒンジ・ピン３３は、支持フランジ３５により囲繞される。前記図は、横断壁の挿入状
態を示しておらず(但しそれは、この断面図の所定箇所に必然的に存在しており)、且つ、
その箇所は矢印Ａにより表される。
【００８４】
　図７は、清掃用手押し車の側面ドアのためのヒンジの側面図を示している。側面ドアは
、(部分的に示された)固定ヒンジ板３０と、(部分的に示された)移動ヒンジ板３４とを具
備するヒンジを備えている。ヒンジは、互いに１８０°だけ離間された二つの休止位置の
配備により、自動閉鎖式であるべく構成されている。ヒンジの二つの休止位置は、固定ヒ
ンジ板３０のヒンジ・ピン３３が突出する支持フランジ３５の起伏の有るもしくは波状の
輪郭形状と、移動ヒンジ板３４のヒンジ・ピン用ブッシュ３８のヒンジ孔３７を囲繞する
輪縁部３６の起伏の有る輪郭形状とにより決定される。この構成の故に、前記二つの起伏
の有る輪郭形状もしくは波状の輪郭形状は、頂点(Ｂ)により分離された二つの対置された
最下点(Ａ)を含み、前記最下点（Ａ）と頂点（Ｂ）は互いに符合し、このことは、二つの
可能な休止位置のうちの一方に向かうドアの移動という結果になる。
【符号の説明】
【００８５】
　１　　清掃用手押し車
　２　　基部プレート
　３　　中空形材
　４　　上側フレーム
　５　　主要区画
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　６　　補助区画
　７　　ペダル
　８　　ペダル状要素
　９　　ハンドル・バー
　１０　　支柱
　１１　　垂直区画
　１２　　側面ドア
　１３　　引出しを案内する複数のレール１３
　１４　　引出し
　１４ａ　　担持板
　１５　　上蓋アセンブリ
　１６　　バケット
　１７　　壁要素
　１８　　座
　１９　　横断壁
　２０　　厚さ縮減部
　２１　　終端ビード縁部
　２２　　溝
　２３　　固定されるべき要素
　２４　　支持プレート
　２５　　フック
　２６　　舌部
　２７　　差込みピン
　２８　　スロット
　２９　　孔
　３０　　固定ヒンジ板
　３１　　平坦部分
　３２　　延長部
　３３　　ヒンジ・ピン
　３４　　移動ヒンジ板
　３５　　支持フランジ
　３６　　輪縁部
　３７　　ヒンジ孔
　３８　　ヒンジ・ピン用ブッシュ
　３９　　支持プレートもしくは連結プレート
　４０　　滑動蓋
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